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1 
企業システムのあり方 
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「今」企業が置かれている状況 １-１． 

3 

複雑化した企業システムを整理・統合して、業務効率を向上 

利益 

全体最適 

日本の低成長市場 
グローバル化の波 
セキュリティリスク 
災害リスク  

固定化された組織、 
 ミッション 
進まない知の共有 

企業活動の価値 
売上、シェア 

最大化 

価値創造コスト 

最小化 

外部要因 内部要因 
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「リアルタイム経営」と「業務プロセスの効率化」 

ユーザ企業の中期的な経営課題 

4 

出典：JUAS “第17回企業IT動向調査2011（10年度調査）” 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

業務プロセスのスピードアップ 

業務プロセスの効率化 

ＩＴ開発・運用のコスト削減 

企業間（グループ、業界、取引先間）の 
情報連携 

社内コミュニケーションの強化 

グローバル化への対応 

顧客重視の経営 

迅速な業務把握、情報把握 
（リアルタイム経営） 

23% 

28% 

4% 

8% 

4% 

7% 

4% 

2% 

4% 

2% 

11% 

8% 

20% 

22% 

4% 

4% 

ＩＴ部門（n=1106） 

経営企画部門（n=1061） 

１-２． 
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ＳＯＡによるシステムの統合とライフサイクル管理 

5 

利用頻度にあったサービスの 
運用を行いたいが、それを 
検討するための材料が丌足し
ている。 

同じようなシステムが社内に 
重複している。既存システム 
や外部サービスを徹底的に 
活用して開発コストを抑えられ 
ないものか。 

経営企画部門 

業務プロセスを構成する 
個々のサービスの稼働状況も 
俯瞰的に把握できれば良い 
のだが・・・ 

業務システム担当(運用) 業務システム担当(開発) 

サイロ型 サービスライフサイクル管理 サービス連携 
重複したシステム 
スパゲッティ状態の連携 

サービス化され、組替、変更
が容易に 

サービスの有効性を判断し、
取捨選択 

業務システム 
(オンプレミス) 

業務システム 
(オンプレミス) 

業務システム 
(プライベート 

クラウド) 

新業務 
(プライベート 

クラウド) 

uCosminexus Service Platform 

外部SaaS 外部SaaS 

稼働 
統計 

業務システム 
(プライベート 

クラウド) 

新業務 
(プライベート 

クラウド) 

uCosminexus Service Platform 

外部SaaS 外部SaaS 
外部SaaS 

業務システム 
(オンプレミス) 

１-３． 
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クラウドコンピューティングに対する期待 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

需要の増減に応じたＨＷ、ＳＷ利用の 
拡大・縮小が容易 

ハードウェア、ソフトウェアの 
購入、導入、保守が丌要 

安価にサービス（アプリケーション）を 
利用できる 

開発なしでアプリケーションの利用が可能 

24時間365日サービスが利用できる 

自社運用よりセキュリティ対策が安心である 

41% 25% 12% 

18% 11% 11% 

12% 21% 18% 

9% 10% 15% 

7% 10% 16% 

6% 7% 9% 

１位（n=1059） 

３位（n=966） 

２位（n=1028） 

「コスト削減」と「柔軟性」に期待 

出典：ＪＵＡＳ “第17回企業IT動向調査2011（10年度調査）” 

１-４． 
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クラウド活用によるコスト削減 

外部サイトの 
資産を利用 

コントロールが困難 

コントロールが可能 

自サイト内の 
資産を利用 

パブリッククラウド 

プライベートクラウド 

保有コストの削減 

オンプレミス 

１-５． 

保有コスト圧縮 

7 
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クラウド活用による柔軟性 １-６． 

管理部門 

利用部門 

部門A 部門B 部門C 

運用管理 

既存システム 

サーバリソース ストレージリソース 

ネットワークリソース 

必要なときに必要な分のITリソースを利用 
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SOAとクラウドによるシステムの最適化 １-７． 
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業務 
システム 

業務 
システム 

業務 
システム 

新業務 

サービス連携バス(ESB) 

外部PaaS 

クラウド モニタ 
リング 

PaaS環境管理 

SOAプラットフォーム 

リソースプール 

[業務システム開発部門] 
 サービスを組合せて 
 スピーディーに業務開発 

業務とサービス
の依存関係 

[経営企画部門] 
 新業務を企画し、利用状況に 
 基づき改修,廃棄を判断 

業務単位の 
サービス利用状況 

[業務システム運用部門] 
 多様な環境において、 
 最適なITリソースで安定稼働 

業務全体の構成と 
負荷状況 「所有」から「利用」への 

移行によりITコストを削減 

必要なときに必要な分の 
リソースを利用する 
柔軟性を実現 
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事例に見るクラウド基盤の活用方法 

２ 
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Harmonious Cloud 主な導入実績 

業務システムへの適用が本格化 
高可用性が求められる用途への適用も増加 
 
 

社外発表した主なクラウド納入事例 

No. 案件名 業種 システム概要 

１ 
東京ガスさま 
「情報共有基盤サービス」 

サービス 
Groupmax Collaborationを12,000ユーザー規模で
活用する情報共有基盤（SaaS)として採用 

２ 
鹿島建設さま 
「流体解析システムのクラウド化」 

建設 
膨大なITリソースを必要とする流体解析に 
高信頼PaaSを採用 

３ 
気象庁さま 
「防災・気象情報公開システム」 

官公庁 
防災・気象情報(地震、津波、台風情報など)の 
情報公開システムに高信頼PaaSを採用 

４ 
千葉大学さま 
「学内情報提供にクラウド活用」 

教育 
大学ホームページのミラーサイトとして 
PaaSを利用 

５ 
日本たばこ産業さま 
「インフラ共通基盤サービス」 

製造 
ＩＴインフラをプライベートクラウド化し、PaaS形態で
サービス提供 

６ 
外務省さま 
「業務系共通プラットフォーム」 

官公庁 
官房業務システムのＩＴインフラを共通基盤化し、
プライベートクラウドを構築 

７ 
三井住友銀行さま 
「ストレージ共通基盤」 

金融 
プライベートクラウド型のストレージクラウドを 
維持・運用・管理含めたサービスとして提供 

広範な業種・業務でクラウドを導入 

SaaS：Software as a Service PaaS：Platform as a Service 11 

２-１． 
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導入事例１ 選定の背景と理由 

グループ会社ごとに異なるメールシステムを利用 

グループ会社を含めた総合力強化のため、 
共通のコミュニケーション基盤の確立 

選定の背景 

日立グループ20万人の利用実績・運用ノウハウから 
安定稼働を期待 

Harmonious Cloudセンタの堅牢性・信頼性から「安全・安心」な 
サービス提供を期待 

クラウドによりシステムの構築・運用コスト低減の見込み 

選定の理由 

２-２． 

12 
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■ ご利用ユーザー数：12,000人 

■ ご利用機能：「基本サービス」「メールセキュリティ」「メールアーカイブ」「携帯電話連携」 
■ グループ全体で情報共有基盤を統一し、グループ会社全体のコミュニケーション強化を計画。 

■ お客さま拠点と日立データセンタ間を複数経路で接続することによりＢＣＰに対応。 

東京ガスさま 導入事例 

東京ガス 東京ガス 

本社 
各事業拠点 

東京ガス専用ネットワーク 

ポータル メール スケジュール 

電子掲示板 電子会議室 ファイル共有 

日立データセンタ 
Harmonious Cloudセンタ 

インターネット 

モバイルPC 

携帯電話 

データセンター 

：「情報共有基盤サービス」 
 利用の流れ 

※現状は「メールセキュリティ」「メールアーカイブ」はお客さまシステムを利用中 

２-３． 
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http://www.tokyo-gas.co.jp/
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導入事例２ 選定の背景と理由 

繁忙期と通常期で利用頻度に大きな偏りがあり、 
システムの維持管理のために多大なコストが発生 

年々、高度化・複雑化する流体解析シミュレーションでは、 
常に高いレベルの演算性能が必要 

選定の背景 

ITリソースの固定費を利用量に応じた変動費に移行し、 
コストの最適化を図る手段としてクラウドに注目 

日立がHPC※分野で培ってきたノウハウ活用で、クラウド環境でも 
流体解析に求められる性能が高速・高効率であることを確認 

選定の理由 

２-４． 

※HPC：High Performance Computing 
14 
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流体解析システムを、スーパーコンピュータから、パブリッククラウドへ移行。 

ＩＴコスト 約40％削減、処理性能 約6倍向上を実現。 ※ 

より高度な解析が短時間に可能となり、企業競争力を更に強化。 

鹿島建設さま 導入事例 

Ｈａｒｍｏｎｉｏｕｓ Ｃｌｏｕｄセンタ 

お客さま 

VPN 

VPN 高層建物の 
乱流解析などの 
流体解析システム 
 
 

課題 

効果 

・ＩＴコスト削減が求められる中、お客さまへ付加価値の 

 高い提案を行うためには、高い処理性能を持つ最新の 

 ＩＴプラットフォームで大規模な流体解析を行う必要が 

 あった。 

・日立のノウハウやＣＰＵ占有サービスなどにより、 

 クラウド環境でも安定した高い処理性能を実現。 

・より高度な解析が短時間に可能となり、利用率も向上。 

 多様な顧客ニーズへの対応も容易になり、 

 技術提案力と競争力を更に強化。 

※導入効果は、本ユーザーのサービス導入時の仕様によるものです。 

２-５． 

15 
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導入事例３ 選定の背景と理由 

多種多様な観測データなどを迅速に処理し、 
コンテンツの生成および公開が必要 

重要な情報を提供する基盤であるため、 
24時間365日滞りなく運用できる高信頼なシステムが必要 

選定の背景 

２-６． 
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クラウドサービスの利用により、常に最新のITリソースを利用でき、 
柔軟なITリソースの増減が可能で、パフォーマンス向上にも期待 

日立独自の仮想化技術により、システム拡張にも柔軟に対応 

サービスの高信頼性と安定性能 

選定の理由 
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気象庁の重要な情報ライフラインであるホームページコンテンツの 
生成・公開のためのインフラ環境を日立のPaaSで提供。 
プロジェクト立ち上げから２ヶ月半の短期導入を実現。 

気象庁さま 導入事例 

課題 

効果 

・気象情報や観測データの処理など多様なニーズから  

 発生する処理データの増大や、業務システムの追加 

 などに柔軟に対応できる環境整備が望まれていた。 

・日立が、気象警報など信頼度が求められる情報を 

 リアルタイムに提供するインフラ環境を提供。 

・気象庁は、需要に応じてＩＴリソースを迅速に追加できる 

 ことに加え、構築やメンテナンスに関わる負荷を軽減。 

気象庁 
ホームページ 

Harmonious Cloudセンタ 

気象庁 
気象情報システム 

日立 「Harmonious Cloud」 
プラットフォームリソース提供サービス（PaaS） 

Webサーバ 

気象庁 業務システム（アプリケーション） 

コンテンツ生成 
業務ソフトウェア 

２-７． 

17 
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導入事例４ 選定の背景と理由 ２-８． 
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東日本大震災後の計画停電により、大学のWebサイトが停止 

学生に向けた重要な情報発信を止めないために 
大学外にミラーサイトを構築し、冗長化が必要 

選定の背景 

大学外にミラーサイトを構築し、冗長化構成を短期間に 
実現する基盤としてクラウドに注目 

Harmonious Cloudセンタの堅牢性・信頼性による 
サービスの高信頼性と安定性能 

選定の理由 
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千葉大学さま クラウド導入事例 

特徴1 

特徴2 

特徴3 

災害・停電時の情報提供にクラウドを活用 
Harmonious Cloudセンタにミラーサイトを構築し冗長化を実現 

発注後、短期間※でサーバ公開を実現 

機器購入に対して投資リスクが尐なく、契約変更も可能 

災害・停電時の問題をパブリッククラウドで解決 
クラウドの特性を活用し、短納期構築・投資リスク軽減を実現 

インターネット 

お客さま 
サイト 

Harmonious 
Cloud 
センタ 

コンテンツ同期 
サーバ 

Webサーバ 
(通常・災害・停電時) 

閲覧者は 
接続先を意識しない 

コンテンツ 

コンテンツ 

同期 
処理 

Webサーバ 
(通常時) 

通常時 通常・災害・
停電時 

※ 標準5営業日。規模や要件により異なります。 19 

２-９． 
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日立クラウドの活用と統合化の推進 

20 

共通化、コスト削減を推進しつつ安全・安心な執務環境を実現 

仮想化による統合 
・ 
・ 

・ 
・ 

シンクライアント用 
サーバ 

経営情報 
システム 

人事給不 メール 

Ｗｅｂ 

セキュリティ 

安全・安心な 
執務環境 

事業所 Ｇｒ会社 

基幹システム用 
データセンター 

業務アプリ用 
データセンター 

ディザスタリカバリ用 
データセンター 

部門共通のアプリケーション 

日立グループ認証基盤 
～日立クラウドへの入口～ 

２-１０． 
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日立グループ認証基盤 

21 

利用 

利用 

メール 

リモートアクセス 入館/入室 

胸章管理 

インターネット 

日立クラウドへのシングルサインオンとユーザ改廃の自動化を実現 

権限管理 

利用者 

職場上長 

人事・資材部門 

ＩＴ部門 

利用部門 
異
動
に
伴
う
設
定
変
更
不
要 

直
ち
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
反
映 

認証基盤 

従業員情報ＤＢ 

自動連携 

アクセス 
制御条件 

パスワード 

権限情報 

グループコラボ ｅ-ラーニング 

情報セキュリティ 

個人情報保護 

輸出管理 
・・・ 

人事異動 

２-１１． 
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遠隔（在宅）勤務を支えるシンクライアント 

22 

フリーアドレス化 

スペース有効活用 

いつでも、どこでも自分のオフィスと同じ環境で働くことができる 

社内（オフィス・サテライト） 社外（出張先・ホテル・移動中、自宅など） 

データセンター 

認証キー 

管理一元化 

個人認証 セキュリティ 

ネットワーク ＩＴ機器 

ユーザーＡ用デスクトップ環境 

ユーザーＣ用デスクトップ環境 

ユーザーＢ用デスクトップ環境 

自席 サテライト 

ユーザーＡ 

認証キー 
＋ 

モバイル 
ＳＰＣ 

日立全社、全拠点で 約７万台導入（２０１０年度） 

情報漏えい防止 

２-１２． 
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クラウド環境を支えるテクノロジー 

オンデマンド 
オペレーション セルフサービス 

ハードウェア 
仮想化 

２-１３． 

23 
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セルフサービスポータル 

24 

お客さまサイト Harmonious Cloudセンタ 

利用例 

お客さま自身で 

仮想サーバの作成/削除や 

ディスクの追加/削除 

特徴 

特徴１ 
セルフサービスポータルを通して、仮想サーバを一覧で管理可能 

セルフサービスポータルを通して、仮想サーバの機動/停止などの 

制御可能 

特徴２ 
必要な時に自分自身で仮想サーバやディスクを追加/削除可能 
課金は日割りで実施 

Standard Grade-１ 

管理者 

利用者 

Standard Grade-3 

～ 

ディスク追加 

仮想サーバやディスク 
の追加/削除が可能 

作成したサーバを 
画面で一拢管理 

使用量は日単位での 
課金が可能。 

２-１４． 

「オンデマンド」「セルフサービス」でリソース追加 

オンデマンド・サーバサービス 

※オンデマンド・サーバサービス利用契約時のみ 

セルフサービスポータル 



© Hitachi, Ltd. 2011. All rights reserved. 

画面イメージ（仮想サーバ一覧） ２-１５． 

25 

※画面はサンプルです。 
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画面イメージ（仮想サーバ詳細） ２-１６． 

26 

※画面はサンプルです。 

仮想サーバの情報を表示 

・仮想サーバのモデル名、CPU数、ホスト名 
・ネットワーク情報（IPアドレス、MACアドレス） 
・ドライブ情報（空き容量、使用率） 
 など 
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画面イメージ（仮想サーバの作成） ２-１７． 

27 

※画面はサンプルです。 

仮想サーバの設定を入力して 
実行ボタンをクリック 

・モデル名（Grade-1/2/3/4）を選択 
・テンプレート（OS種別）を選択 
・お客さま基本情報 
・ネットワーク設定 
 （IPアドレス、デフォルトゲートウェイ、DNSなど） 
・ディスク容量の監視設定 
 など 
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画面イメージ（データディスクの追加） ２-１８． 
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※画面はサンプルです。 

追加する容量を設定するだけで 
仮想サーバにデータディスクの 
容量追加が可能 



© Hitachi, Ltd. 2011. All rights reserved. 

画面イメージ（タスク一覧） ２-１９． 
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※画面はサンプルです。 
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まとめ 

３ 
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まとめ ３-１． 
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クラウド基盤活用のポイント 

 コスト削減とビジネスの変化への即応には、クラウドの活用が有効 

 クラウドを活用し、システムをシンプルにすることが 
  業務の効率向上の第一歩 

日立のクラウドソリューション 

 数多くの社会/企業インフラシステムでの豊富な構築・運用経験を 
  活かした高信頼・高セキュリティなクラウド環境をご提供 

 クラウドの特性を理解し、適材適所に 
  活用することで、ITシステムを全体最適化 

 多様なビジネス分野や、業種業界で開発してきた 
  日立グループの豊富なメニューをご用意 

価値創造コスト 
価値創造コスト 

最大化 

最小化 
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幅広い領域でお客さまのニーズに応えるHarmonious Cloud 

プライベートクラウド 

パブリッククラウド 

統合システム運用管理JP1 
 SOAプラットフォーム Cosminexus       
統合サービスプラットフォーム

BladeSymphony 
日立アドバンストサーバ 

HA8000シリーズ 
スイッチ CommuniMax AXシリーズ など 

クラウドを支えるプラットフォーム 

高信頼なITリソースや各業種/業務に対応した 
アプリケーションをサービスとして提供 

お客さま企業/グループ専用の 
クラウドシステムの構築・運用を支援         
       
 

高信頼クラウドを支える 
プラットフォーム製品         
       
 

特定の業種や業務に特化した 
クラウドソリューションを提供 

業種・業務向けサービス 

日立クラウドソリューション「Harmonious Cloud」 

プラットフォームリソース提供サービス 
情報共有基盤サービス 

３-２． 
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他社所有商標に対する表示 

・Microsoft、Windows Server、Windows、Hyper-Vは、米国 Microsoft Corporationの米国及び 
その他の国における登録商標または商標です。 

・ VMwareは、VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。 

・JP1は，(株)日立製作所の日本における商品名称(商標又は，登録商標)です。 

・HiRDBは，(株)日立製作所の日本における商品名称(商標又は，登録商標)です。  

・Cosminexusは，(株)日立製作所の日本における商品名称(商標又は，登録商標)です。   

・その他の製品名称などの固有名詞は、各社の登録商標、商標、あるいは商品名称です。 
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